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市民の皆様が幸せを感じることができる
『元気で新しい鹿屋市の創造』に

全身全霊を傾注

嶋
し ま

田
だ

芳
よ し

博
ひ ろ

 第２代鹿屋市長が就任
　

鹿
屋
市
長
選
挙
が
平
成
22
年
１
月
24
日
に
行
わ
れ
、 

投
開
票
の

結
果
、
嶋
田
芳
博
氏
が
当
選
を
果
た
し
、
２
月
５
日
、
第
２
代

鹿
屋
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

２
月
５
日
、
市
職
員
や

大
勢
の
市
民
に
出
迎

え
ら
れ
て
、
市
役
所
に
初
登
庁

し
た
嶋
田
芳
博
市
長
は
、
同
日

行
わ
れ
た
就
任
式
で
、　
「
今
こ

う
し
て
、こ
の
壇
上
に
立
つ
と
、

改
め
て
鹿
屋
市
長
と
し
て
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、『
市
民
の
皆
様

が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
、
元
気
で
新
し
い
鹿
屋
市
の

創
造
』
を
目
指
し
て
、
全
身
全

霊
を
傾
注
し
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
職
員
に
対
し
て
、

「
私
は
、
民
間
企
業
の
経
営
者

出
身
で
も
あ
り
、
長
年
、
商
店

街
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
、
市
民
の
暮
ら
し
の

実
情
を
間
近
で
拝
見
し
、
今
、

市
政
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
を
肌
で
感
じ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
の
地
方
自
治
体
の
運
営
に

は
、
企
業
的
経
営
感
覚
が
不
可

欠
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

職
場
は
自
分
で
創
っ
て
い
く

と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
職
員
一
人

ひ
と
り
が
今
一
度
、
市
役
所
に

入
所
し
た
頃
を
思
い
出
し
、
新

た
な
気
持
ち
で
、
市
民
の
た
め

に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
喜
び
と

感
じ
る
職
員
へ
変
化
し
、
自
分

の
職
場
へ
の
誇
り
を
持
っ
て
、

与
え
ら
れ
た
業
務
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
自
立

し
た
地
域
を
目
指
し
、
市
役
所

が
変
わ
っ
た
、
鹿
屋
が
変
わ
っ

た
と
言
わ
れ
、
全
国
に
誇
れ
る

元
気
な
鹿
屋
に
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
や
っ
て
い
こ
う
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

▲ 2月 5日の就任式で、市職員に訓示する嶋田芳博市長

　

３
月
１
日
、
鹿
屋
市
の
第
２
代
副
市
長
に
中
野
実
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
市
教
育
委
員
会
の
臨
時
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
鹿
屋
市
の
第
２
代
教
育
長

に
宮
下
昭
廣
氏
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
４
年
間
で
す
。

副
市
長
、
教
育
長
が
就
退
任

2 月 5 日、大勢の市民に出迎えられ、
市役所に初登庁する嶋田芳博市長

　　 教育長に

宮
み や し た

下 昭
あ き ひ ろ

廣 氏（62歳）が就任
　新名主氏の退任に伴い、宮下昭廣氏が２月

16日付けで第２代教育長に就任しました。

【 略 歴 】

　宮下氏は、昭和 45 年に県教職員となり、

榕城小学校校長、県教育庁教職員課調整監、

西紫原小学校校長を歴任。その後は、鹿児島

市中央公民館長を務め、その間、文部科学省

第三者評価ガイドライン策定評価委員などを

歴任。任期は４年

新

　　副市長に

中
な か

野
の

 実
みのる

 氏（61歳）が就任
　西薗氏の退任に伴い、中野実氏が３月１日

付けで第２代副市長に就任しました。

【 略 歴 】

　中野氏は、昭和 46 年に県職員となり、中

小企業課長、税務課長、商工政策課長、商工

労働部次長、大島支庁長を歴任。任期は４年

新

　    副市長

西
に し ぞ の

薗 琢
た く み

巳 氏
（70歳）が退任
　任期満了に伴い、西薗琢巳副市長が２月 22

日付けで退任しました。

【 略 歴 】

　西薗氏は、昭和 35 年に鹿屋市役所に入り、

企画課長、商工水産観光課長、産業経済部長、

企画部長を歴任。その後、平成 11 年９月か

ら２期、６年４か月の間、旧鹿屋市の助役を

務め、合併後、平成 18年２月から１期４年間、

新鹿屋市の初代副市長として、長年の知識と

経験を生かし、市政発展にご尽力いただきま

した。

前

　   教育長

新
し ん み ょ う ず

名主 勝
か つ や

哉 氏

（69 歳）が退任
　任期満了に伴い、新名主勝哉教育長が２月

15日付けで退任しました。

 【 略 歴 】

 　新名主氏は、昭和 38年に県教職員となり、

加治木中学校校長、県教育庁肝属教育事務所

長、緑丘中学校校長、県教育庁学校教育課指

導監、伊敷中学校校長を歴任。その後、平成

13年４月から２期４年９か月の間、旧鹿屋市

の教育長を務め、合併後、平成 18 年２月か

ら１期４年間、新鹿屋市の初代教育長として、

長年の知識と経験を生かし、市教育行政の発

展にご尽力いただきました。

前
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に
取
り
組
む
な
ど
、
行
財
政
改

革
を
断
行
し
、
中
長
期
の
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　　

３
つ
目
の
「
挑
戦
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を

生
か
し
た
産
業
振
興
と
交
流
促

進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

と
競
争
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

○
安
全
・
安
心
・
健
康
な
「
か

　

の
や
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に

　

向
け
た
農
林
水
産
業
の
振
興

○
環
境
に
や
さ
し
い
日
本
一
の

　

畜
産
団
地
の
創
造

○
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物

　

を
原
料
と
す
る
製
造
業
・
加

　

工
業
の
強
化

○ 

私
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
地

産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
が
集
い
、
心
を
潤

す
商
店
街
づ
く
り
や
商
業
の

振
興

な
ど
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
声

を
反
映
し
た
「
地
域
を
元
気
に

す
る
産
業
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
か
の
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」
や
「
か

の
や
ば
ら
園
」
な
ど
の
特
徴
あ

る
地
域
の
資
源
・
特
性
を
生
か

し
た
交
流
の
促
進
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
産
業
振
興
と
交
流

を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備

や
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進

行
す
る
中
で
の
、
医
療･

保
健･

福
祉
の
市
民
生
活
に
直
結
す
る

分
野
の
強
化･

充
実
を
図
り
、

市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
確
保
す
る
た
め
、

○ 

主
要
幹
線
道
路
や
足
元
道

路
、
排
水
路
等
の
整
備
・
充

実
○
夜
間
当
番
医
制
の
存
続
の
危

　

機
に
対
応
す
る
た
め
の
夜
間

　

急
病
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

　

開
設

○
お
年
寄
り
な
ど
の
交
通
弱
者

　

の
利
便
性
を
確
保
す
る
地
域

　

公
共
交
通
の
構
築
の
検
討

○
旧
３
町
地
域
の
地
域
振
興
に

　

つ
い
て
語
り
合
う
「
地
域
再

　

生
会
議
」

の
設
置
な
ど
、
市
民
総
参
加
の

も
と
で
市
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
「
改
革
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
や
産
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
財
源
の
確

保
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
企
業
経
営
者
と
し
て
の

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
徹
底

し
て
無
駄
を
省
き
、
効
率
的
で

効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
う
、

「
透
明
・
迅
速
な
市
政
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

○
特
別
職
報
酬
の
見
直
し
や
職

　

員
定
数
の
適
正
化
な
ど
に
よ

　

る
総
人
件
費
の
抑
制

○
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
事
業

　

実
施
の
必
要
性
等
を
判
断
す

　

る
外
部
評
価
に
よ
る
事
務
事

　

業
仕
分
け

○
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
市
役

　

所
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
職

　

員
の
意
識
改
革

▲  ２月 25 日、平成 22 年３月鹿屋市議
会定例会の本会議で所信表明を述べ
る嶋田芳博市長

３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
平

成
22
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め

と
す
る
諸
議
案
の
説
明
に
先
立

ち
、
私
の
市
政
に
関
す
る
所
信

の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
の

皆
様
と
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

景
気
の
低
迷
が
長
引
く
中
で
、

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界

金
融
危
機
な
ど
に
よ
り
、
地
域

経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
と
と
も
に
、
国
・
地
方
の

財
政
環
境
は
、
著
し
い
悪
化
が

続
く
な
ど
、
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
昨
年
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
政

権
交
代
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
新
政
権
に
お
い
て
は
、

地
域
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

趣
旨
と
す
る
「
地
域
主
権
」
と

い
う
考
え
方
で
、
国
の
か
た
ち

を
変
え
る
一
大
改
革
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
自
治
体
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
た
独
自
の
創
意
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
取
組
と
成
果
に
よ
っ
て
は
、

地
域
間
の
格
差
が
確
実
に
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代

の
中
で
、
私
は
、
市
民
が
、

安
全
で
安
心
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
し
、
希
望
を
抱
け
る

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

こ
の
た
め
に
は
、
市
民
と

行
政
が
明
確
な
役
割
分
担
の

も
と
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
を
中
心
に
、
地

域
産
業
を
活
性
化
し
、
経
済

力
や
競
争
力
を
高
め
、
自
立

し
た
鹿
屋
市
を
確
立
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

私
は
、
共
生
・
協
働
の
精
神

の
も
と
で
、
人
や
ま
ち
、
そ

し
て
産
業
が
生
き
生
き
と
躍

動
す
る
”
元
気
な
「
か
の
や
」

づ
く
り
“
を
基
本
姿
勢
と
し
て

諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

基
本
姿
勢
を
支
え
る

４
つ
の
柱

　

私
は
、
こ
の
”元
気
な
「
か

の
や
」
づ
く
り
“
を
支
え
る
柱

と
し
て
、「
対
話
」「
改
革
」「
挑

戦
」「
飛
躍
」
の
４
つ
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
「
対
話
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
活
力
を
創
造
す

る
地
域
主
体
の
市
政
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の
声
が
市
政
に

届
く
「
市
民
が
主
役
の
市
政
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

○
市
民
の
意
見
を
市
政
運
営
に

　

反
映
さ
せ
る
た
め
の
、
各
界

　

各
層
の
代
表
で
構
成
す
る
市

　

民
会
議

○
私
が
各
中
学
校
区
な
ど
に
出

　

向
い
て
、
地
域
の
課
題
や
市

　

の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
市

　

民
の
皆
様
と
直
接
対
話
す
る

　

車
座
会
議

“元気な｢かのや｣づくり”
に向けて

人やまち、そして産業が生き生きと躍動する

　２月 25 日に開催された平成 22 年３月鹿屋市議会定例会本会議で嶋
しま

田
だ

芳
よし

博
ひろ

市長

が所信表明を行い、今後４年間の市政運営についての基本的な考え方を明らかに

しました。

　その内容を一部要約して紹介します。

所 信 表 明 所 信
表 明
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▲  ２月５日、就任記者会見で
報道機関のインタビューに
応える嶋田芳博市長

○
子
ど
も
の
い
る
家
庭
の
医
療

　

費
負
担
の
軽
減
や
、
子
育
て

　

世
代
の
労
働
環
境
・
福
利
厚

　

生
の
改
善

な
ど
に
取
り
組
み
、「
誰
も
が

安
心
で
き
る
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
環
境
分
野
で
は
、

美
し
い
山
・
川
・
海
・
水
を
次

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

○
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

　

ル
の
推
進
の
ほ
か
、
不
法
投

　

棄
対
策
、
肝
属
川
の
水
質
浄

　

化
な
ど
の
自
然
・
環
境
保
全

　

対
策
の
推
進

○
自
然
と
共
存
す
る
環
境
に
や

　

さ
し
い
産
業
構
造
へ
の
転
換

な
ど
に
取
り
組
み
、
健
全
で
安

全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、「
自

然
と
環
境
を
大
切
に
す
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
地
域
の
次
代
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心

　

し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整

　

備
・
充
実

○
国
際
社
会
に
対
応
で
き
、
郷

　

土
を
誇
れ
る
国
際
性
豊
か
な

　

人
づ
く
り

○
地
域
経
済
の
活
性
化
に
必
要

　

な
活
力
あ
る
地
域
産
業
を
担

　

う
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

　

い
手
の
育
成

○
女
性
、
若
者
等
が
能
力
を
活

　

か
し
、
活
躍
で
き
る
地
域
社

　

会
の
構
築

な
ど
、「
未
来
の
郷
土
を
担
う

人
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、「
地

域
が
輝
く
市
政
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
域
行
政
の
取

組
と
し
て
、
鹿
屋
市
は
大
隅
定

住
自
立
圏
の
中
心
市
で
あ
り
、

地
域
全
体
の
発
展
を
牽
引
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、

○
東
九
州
自
動
車
道
な
ど
の
高

　

速
交
通
体
系
の
整
備
促
進

○
各
市
町
の
観
光
資
源
等
の
連

　

結
に
よ
る
交
流
促
進

な
ど
、
４
市
５
町
一
体
と
な
っ

た
「
人
・
モ
ノ
・
情
報
を
結
ん

だ
付
加
価
値
の
高
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

な
ど
、｢

大
隅
が
ひ
び
き
あ
う

市
政｣

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
大
隅

地
域
に
共
通
す
る
課
題
や
、
広

域
的
な
取
組
の
現
状
や
問
題
な

ど
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
取
組

等
に
つ
い
て
、
４
市
５
町
の
首

長
で
定
期
的
に
協
議
・
意
見
交

換
を
行
い
、
共
通
認
識
の
も
と

で
、
地
域
の
一
体
的
な
発
展
を

目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

そ
し
て
４
つ
目
は
、
こ
れ
ら

の
「
対
話
」「
改
革
」「
挑
戦
」

の
取
組
に
よ
り
、
市
民
が
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
と
と
も

に
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
、
生
き
生

き
と
し
た
元
気
な
「
か
の
や
」

を
つ
く
る
た
め
、
さ
ら
な
る

｢

飛
躍｣
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
関

す
る
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
、
未
曾
有
の
厳
し

い
時
代
の
中
で
、
鹿
屋
市
の
今

後
の
発
展
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
総
参
加

の
も
と
で
、
市
政
を
運
営
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
、
市
民
の
皆

様
の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
の
皆

様
の
英
知
と
力
を
い
た
だ
き
、

共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い
力
と

新
し
い
発
想
で
、
職
員
と
と
も

に
、
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
議
員
の
皆
様
と
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
の
具
体

的
な
施
策
や
事
業
に
つ
い
て

は
、
６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
施
政
方
針
と
し
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　

所 信 表 明

平
成
21
年
度
特
定
健
康
診
査
等
の

　
　
　
　

 

受
診
状
況
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
21
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
受
診
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

市
健
康
保
険
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
２

市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

自分自身の健康づくりのために、年１回は特定健康診査を受診しましょう

メタボ
 シリーズ①
メタボ
 シリーズ⑤

67

①鹿屋市国民健康保険特定健康診査の受診状況

　　受診者数　4,942 人　　受診率　23％

　　●生活習慣病の発症の可能性が高い人　　827 人
　　　　　　　　　　　　　　　　（受診者の 16.7％）
　　内訳　○積極的支援に分類された人　　　201 人
　　　　　○動機づけ支援に分類された人　　626 人

　　 　特定健康診査受診者は、平成 20年度と比較して約
1,300 人増加し、4,942 人となりました。図１のよう
に、年代別に比較すると、受診者は全年代で増加しま
したが、40 歳代及び 50 歳代の受診者がいまだ少な
い状況です。

②鹿屋市国民健康保険特定保健指導の受講状況

特定健康診査及び特定保健指導の受診者数等

●動機づけ支援に分類された人のうち保健指導を受講した人

受講者数　251 人　受講率　40％

●積極的支援に分類された人のうち元気アップ教室に参加した人

受講者数　  46 人　受講率　23％

　特定保健指導受講者は、「積極的支援」「動機づけ支援」のどちらも増加しており、
平成 20年度と比較して約 80人増加しました。

　市では、平成 20年３月に特定健康診査等計画を策定し、５年間で受診率 65％の目標
を設定しています。平成 22年度は、受診率 40％を目標に 40歳から 74歳までの国民健
康保険加入者全員に個人通知を行うなど、市民の皆さんの健康に対する意識を高めるた
めの施策を行います。
　特定健康診査は、生活習慣病の芽を見つけるための健診であり、特定保健指導は、健
康づくりを実践するためのお手伝いを行います。
　いつまでも健康に過ごすために、年１回は特定健康診査を受診しましょう。

市民の皆さんへのお願い

○特定健診を受診した後、保健師さんにすすめられ、健康増
進センターの元気アップ教室に参加しました。鹿屋市にこ
んな良い施設があることを知らずにいました。今はとても
健康的にやせてきました。

○洋服のサイズが１サイズ小さくなりました。
○お腹がスッキリしました。
など、みなさん「健診を受けて良かった」との感想です。元気アップ教室の様子

元気アップ教室は６か月で終了ですが、今後も健康的に過ごしてください。

特定健康診査及び特定保健指導を受診して

現在、元気アップ教室の参加者にお話を聞きました

40歳から74歳
年１回は忘れず受けよう特定検診

40歳から74歳
年１回は忘れず受けよう特定健診

受診年齢

平成 21 年度平成 20 年度

0

500

1000

1500

2000

2500

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

受
診
者
数
（人）

年代別受診者数の推移

図 1
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平成20年度鹿屋市決算の連結による　「４つの財務諸表」を公表します
　市では、市民の皆さんに市の財政状況をよりよく理解していただくため、国が推奨する新地方公会計
制度に基づき、市や土地開発公社などすべての関連団体の会計を一つにまとめた「４つの財務諸表（貸
借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書）」を作成しました。
　そこで、「４つの財務諸表」を公表し、その概要をお知らせします。
　今後も、この「４つの財務諸表」を活用し、適正な財政運営に努めていきます。

【問い合わせ】市財政課　☎ 0994-31-1126
※ 4つの表の数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　「貸借対照表」とは、一時点において保有する資産、負債、純資産を記載したものです。
　下表は、左に市の資産、右に負債と純資産が記載され、20 年度末の財政状態がまとめられています。左右の合
計額がそれぞれ天秤のようにバランスをとっていること、また、一時点の資産などの残高（＝バランス）を表し
ていることから「バランスシート」とも呼ばれます。

　「行政コスト計算書」とは、一定期間の収益と、それを得るために要した費用を示して、その期間における利益
（損失）を表にしたものです。

　「純資産変動計算書」とは、市の純資産（資産から負債を引いた残り）が、
平成 20 年度中にどのように増減したかを表しています。

　「資金収支計算書」とは、一定期間内の現金の増減と残高を示して現金の流れを把握し、
市がどのような活動に資金を必要としているかを表しています。

期首資金残高

当期収支

【平成 19年度末資金額】7,492百万円

508百万円
【内訳】　経常的収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              8,849 百万円
　　　　公共資産整備収支　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 △ 1,955 百万円
　　　　投資・財務的収支 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 6,333 百万円
　　　　※繰上充用増減額 △54 百万円を加えています。

期末資金残高 8,000百万円 【期首資金残高に当期収支を加えた平成 20
年度末の資金額】

期首純資産残高

当期変動高

【平成 19年度末純資産額】139,310百万円

399百万円
【内訳】　純経常行政コスト　　　　　　　　　　　　　 △ 50,053 百万円
　　　　財源調達（市税、地方交付税、国・県補助金）、
　　　　臨時損益（災害復旧事業費など）　　　　　　　     50,452 百万円

期末純資産残高 139,709百万円
【期首純資産残高に当期変動高
を加えた平成 20 年度末の純資
産額】

経常収益

66,229百万円

16,175百万円

【内訳】　人にかかるコスト（市職員給与、議員報酬など）　　　　　　　　　　　9,611 百万円
　　　　物にかかるコスト（光熱水費、備品購入費、減価滅却費、施設・設備の修繕費など）　
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  13,178 百万円
　　　　移転支出的コスト（国民健康保険、老人保健、介護保険への負担金など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41,865 百万円
　　　　その他のコスト（地方債の利子など）　　　　　　　　　　　    　　　　1,574 百万円

純経常行政コスト 50,053百万円 【経常費用から経常収益を差し引いた純粋の行政コスト】

経常費用 【１年間に提供された行政サービス（資産形成に供された部分を除
く）に要したすべての費用】

【行政サービスの利用で市民の皆さんが
負担する使用料・手数料など】

【平成 20年度収支】

【平成 20年度収支】

資産 210,671百万円
【現在、市が保有している財産。現世代・次世代が提供
を受ける行政サービスの総額】

【内訳】
　公 共資産（庁舎、学校、道路、橋など）
　　　　   193,586 百万円
　投 資 等（基金、積立金、有価証券、出資金など）  
　　　　　   8,522 百万円
　流 動資産（税等の未収金や現金・預金など）     

8,563 百万円（うち資金残高 8,000 百万円）

負債 70,962百万円
【借入金（市債）など次世
代が将来返済する必要があ
る債務】

純資産 139,709百万円
【現世代がすでに負担済み
で、次世代へ引き継ぐ正味
価値総額】

合　計210,671百万円 210,671百万円

■次世代への負担を軽く
　純資産が公共資産に占める割合であり、今まで市が整備してきた学校や道路、公園
などの社会資本を、現在までの世代がどのくらい負担してきたかが分かります。鹿屋
市では、社会資本のうち 72％を、すでに現在までの世代で負担しています。
　このことから、鹿屋市の未来の子どもたちへの負担は、比較的軽くなっていること
が分かります。
■地方債返済への対応能力
　仮に借入金（市債）を一括で返済した場合にどれくらいの資金が準備されているかが分かります。
　鹿屋市では、借入金に充てる資金や基金・売却可能資産などが 24％準備されています。
■純資産比率
　純資産が総資産に占める割合であり、資産のうち、どの程度が正味の資産つまり市民の皆さんの持分であるかが分か
ります。
　鹿屋市は 66％となっており、市町村の平均値が 60～ 70％となっていますので、その範囲内に位置しています。

特徴１　市民１人当たりの資産は約 200 万円、負債は約 67万円
特徴２　現在までの世代による、社会資本に対する負担割合は 72％
　　　　※ 市町村の全国平均は約70％であり、鹿屋市は、次世代への負担

が 2％ほど全国平均よりも軽くなっています。

その①　連結賃借対照表（バランスシート）

その②　連結行政コスト計算書

その③　連結純資産変動計算書

その④　連結資金収支計算書

平成20年度鹿屋市決算の連結による　「４つの財務諸表」を公表します

賃借対照表から分かる鹿屋市の状況
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　各小学校では、担任の先生が英語
を使いながら、「英語科」の授業を進
めています。

　英語は「上手に使う」ことよりも、「思
い切って使ってみる」ことが大事です。
先生も子どもたちと一緒に英語を楽し
んでいます。
　また、市には
英語を母国語と
するＡＬＴ（外
国語指導助手）
が６人在籍して
おり、市内全て
の小学校で担任
の先生と一緒に
英語の授業を
行っています。

　市では、６人の英語指導講師
が市内全ての小学校で、担任の
先生と一緒に英語を指導してい
ます。

　６月には、リナシティかのやで
小学校教員を対象に英語教育指導
法研修会を開催しました。
　研修会では、全小学校から約 50
人が参加して、熱心に指導法を学
びました。
　また、６校の推進校が各学校で
研究した指導法を紹介し、各学校
の教員が参加してワークショップ
形式の実技研修を行いました。

▲笠野原小学校での担任教師の授業

▲串良小学校での英語指導講師の授業

▲ 西俣小学校での ALT の
授業▲広島大学磯田貴道准教授による指導

▲ 上小原小学校の研究公開に訪
れた直山木綿子氏（文部科学
省教科調査官）

「かのや英語大好き事業」
　Let's Have Fun
　　　  S pea king English!

か
の
や
英
語
大
好
き

事
業
の
経
緯

　

か
の
や
英
語
大
好
き
事
業
は

平
成
16
年
に
国
の
認
定
を
受
け

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
現
在
、
５
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
市
内
小
学
校

英
語
科
教
育
の
研
究
を
先
進
的

に
行
う
研
究
推
進
校
は
１
校
で

し
た
が
、
平
成
19
年
度
に
は
６

校
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
20
年
度
に
は
、
市
内
全
小

学
校
で
教
科
「
英
語
科
」
の
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
学
校
・
保

護
者
・
地
域
の
声
を
も
と
に
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
「
か

の
や
英
語
大
好
き
事
業
」
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
研
究
の
成
果
を

市
内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
、
文
部
科
学

省
や
学
識
経
験
者
ら
と
合
同
で

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

か
の
や
英
語
大
好
き

事
業
の
成
果

　

市
で
は
、「
か
の
や
英
語
大

好
き
事
業
」
の
成
果
と
課
題
を

把
握
す
る
た
め
に
、
児
童
・
教

師
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

左
記
の
参
考
資
料
の
と
お

り
、
市
の
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が

「
英
語
の
授
業
が
楽
し
い
」
と

感
じ
て
お
り
、
教
師
の
英
語
の

授
業
へ
の
不
安
も
少
し
ず
つ
解

消
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
と
い
え

ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
実
施
し
た
調
査

の
結
果
で
は
、
小
学
校
で
英
語

科
を
学
習
し
た
中
学
校
１
年
生

の
英
語
を
「
聞
く
力
」
が
県
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

音
声
を
重
視
し
た
か
の
や
英
語

大
好
き
事
業
の
成
果
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

 
今
後
の
取
組

　

市
で
は
、
可
能
性
を
秘
め
た

子
ど
も
た
ち
が
国
際
人
と
し
て

広
く
世
界
に
旅
立
ち
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う

「
か
の
や
英
語
大
好
き
事
業
」

を
核
と
し
て
、
今
後
も
英
語
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

【英語指導講師の指導の様子】

【各学校の授業の様子】

【英語教育指導法研修会の様子】

　今年度は、吾平小学校、上小原小
学校、百引小学校の三校が研究公開
を開催しました。
　研究公開では、市内外から参加し
た先生が授業に熱い視線を向けてい
ました。

【研究公開の様子】

▲百引小学校で研究公開を行っている様子

1011

平成21年度の主な取組平成21年度の主な取組

【児童向けアンケート調査結果】
Q1．英語の授業は楽しいですか？
　楽しい 96.8％
　楽しくない   3.1％
Q2．楽しい活動は何ですか？
　１位　ゲーム
　２位　歌
　３位　ALTとの対話
Q3．難しいと思うことはなんです
　　か？
　１位　英語の発音
　２位　表現を覚えること
【県基礎・基本定着度調査結果

（中学１年英語）】
●英語を「聞く力」
　県平均76.7％　市平均82.7％

参考資料

吾平小学校の英語の授業の様子

●市内全小中学校を６つに分け、英語教育圏
を構成し、各１校の推進校を指定

◇鹿屋・鹿屋東英語教育圏（推進校：鹿屋小学校）
◇第一鹿屋・花岡英語教育圏（推進校：西原小学校）
◇大姶良・高須英語教育圏（推進校：大姶良小学校）
◇百引・市成英語教育圏（推進校：百引小学校）
◇串良・高隈英語教育圏（推進校：上小原小学校）
◇吾平・田崎英語教育圏（推進校：吾平小学校）
●各英語教育圏に英語指導講師を配置
○各推進校に英語指導講師を１人ずつ配置し、
英語教育圏内の全ての学校に派遣していま
す。

研
究
の
柱

○
教
育
圏
内
の
教
育
課
程
・
教
育
方
法
の
確
立

○
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
の
在

り
方
の
研
究

小学生から英語に親しむことで、英語好きな子どもを
育み、中学校英語教育へ円滑につなげる

●小学校英語科指導法研修会を開催
○教師の英語科の指導法、指導技術の向上を
図るために研修会を開催しています。

●各推進校を中心に指導法の研究
○小中連携を図り、指導法の研究、教材や教
具を開発しています。

●各英語教育圏で研究授業を行い、その評価
を話し合う連絡会を開催

○連絡会の中で、指導法の研究、教材や教具
を開発しています。

●中学校までの９年間を見通した年間指導計
画の作成

かのや英語大好き事業の概要

取組
研究体制 活動内容

●市内全小中学校を６つに分け、英語教育圏 ●

　市では、平成 16 年度に内閣総理大臣から「構造改革特区制
度」の認定を県内で唯一受け、「かのや英語大好き特区事業」
に取り組んでいます。この事業は、国が示す教育課程の標準
によらない小学校段階における教科「英語科」の研究を行う
ことにより、英語好きな子どもを育むことを目的にしていま
す。
　今回は、この「かのや英語大好き事業」の現在の研究推進
の状況について、市民の皆さんにご紹介します。

【問い合わせ】　市学校教育課　☎ 0994-31-1137

KANOYA  CITY
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４
月
１
日
か
ら

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
は

　
　
　
　
　
　

市
役
所
で
行
い
ま
す

　

現
在
、
大
隅
地
域
振
興
局
で
行
っ
て
い
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

や
交
付
は
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
１
階
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
民
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
４

有効期間 手数料
手数料の内訳

収入印紙 鹿児島県収入証紙

新規・切替申請
10 年 20 歳以上 16,000 円 14,000 円 2,000 円

５年
12 歳以上 11,000 円 9,000 円 2,000 円
12 歳未満 6,000 円 4,000 円 2,000 円

訂正申請 ー 900 円 700 円 200 円
増補申請 ー 2,500 円 2,000 円 500 円

新規申請

○申請書
○戸籍謄本又は抄本（発行日から６か月以内のもの）
○写真１枚
○本人確認のための書類 
○失効したパスポート
　※紛失した場合は不要
○住民票（本籍地入りで発効日から６か月以内のもの）※ 1

切替申請

○申請書
○戸籍謄本又は抄本（発行日から６か月以内のもの）
　※パスポートの記載事項に変更がある場合のみ
○写真１枚
○本人確認のための書類 
○以前取得した有効なパスポート
○住民票（本籍地入りで発効日から６か月以内のもの）※ 1

訂正申請

○申請書
○戸籍謄本又は抄本（発行日から６か月以内のもの）
○以前取得した有効なパスポート
○住所が確認できるもの（免許証、保険証など）

増補申請
○申請書
○以前取得した有効なパスポート
○住所が確認できるもの（免許証、保険証など）

紛失

○申請書
○写真１枚
○本人確認のための書類
○住民票（本籍地入りで発効日から６か月以内のもの）※ 1

返納
○申請書
○以前取得した有効なパスポート

※ 1： 住民基本台帳ネットワークシステムの
利用を希望する場合、住民票は必要あ
りません。

取扱窓口 市民課（１階③番窓口）

取 扱 日
月曜日から金曜日

※土・日曜日、祝日及び
　12 月 29 日～ 1月 3日は除く

取扱時間 8 時 30 分～ 16 時

※大隅地域振興局での申請受付は、３月 31日
で終了します。ただし、3月 31 日までに申
請したパスポートは、大隅地域振興局で交付
します。

市役所のパスポート窓口

●鹿屋市に住民登録がある人
●県外に住民登録しているが、現在市内に居住している人
※ 勤務先や通学の関係から、市での申請が難しい場合は、かごしま県民交流センター
又は県の出先事務所で申請及び交付を受けることができる場合もあります。詳しく
は、かごしま県民交流センターパスポート窓口（☎ 099-221-6611）へお問い合わせ
ください。

市で手続きができる人

新規・切替申請 10 日

土・日曜日、祝日及び 12 月 29 日～ 1月 3日は除く訂正申請 8 日

増補申請 8 日

申請から交付までの期間

申請に必要な書類

パスポート発行のための手数料

【写真を撮影するときの注意点】 ○申請者本人のみを撮影したもの 
○６か月以内に撮影したもの 
○正面、無帽、無背景 
○縦 45mm×横 35mm（ふちなし） 
○カラーでも白黒でも可 
○鮮明であること
○背景と人物の境目がわかりにくくないもの 
○眼鏡のレンズに光が反射していないもの 
○平常の顔貌と著しく異ならないもの
○サングラス、マスク及び前髪などが目を隠すなど顔が確
認しにくくないもの 　　など

新規申請 ○初めてパスポートを取得する場合
○持っているパスポートの有効期限が切れた場合

切替申請 ○パスポートの有効期間が１年未満になった場合
○有効中のパスポートを損傷した場合

訂正申請 ○結婚などにより、氏名や本籍地（都道府県名）が変わった場合

増補申請 ○査証欄を追加（パスポート 1冊につき 1回限り）する場合

紛失 ○有効期限のあるパスポートを紛失・焼失した場合

返納 ○パスポートを返納する場合

市で申請することができるもの

※ 緊急発給や早期発給を希望する場合には、かごしま県民交流センターパスポート窓
口（☎ 099-221-6611）へお問い合わせください。
◇緊急発給… 国外の親族に不測の事態が起こり、急きょ渡航する必要が生じた場合

など、人道上緊急性が認められる場合
◇早期発給… 業務上等の理由により、早急に渡航する必要がある人で、鹿屋市で申

請すれば、渡航予定日前に旅券の交付を受けることが困難であると認
められる場合

　
　
　
　
　
　

市
役
所
で
行
い
ま
す

交付時に手数料分の収入印紙と鹿児島県収入証紙が必要です。
※収入印紙及び鹿児島県収入証紙は、市役所地下売店でも販売しています。

ア）１点でよいもの
・運転免許証　
・パスポート（失効後６か月以内）
・写真付き住民基本台帳カード
・身体障害者手帳
・宅地建物取引主任者証　
・無線従事者免許証
・官公庁等の身分証明書
※いずれも写真付きのものに限る

イ）２点必要なもの（A＋ A）
　　　　　　　又は（A＋ B）

A

・健康保険証　　・国民健康保険証
・船員保険証　　・介護保険証
・共済組合員証　・年金手帳
・国民年金証書　・厚生年金証書
・共済年金証書
・後期高齢者医療被保険者証
・印鑑登録証明書とその登録印鑑

B

・パスポート（失効後６か月以上）
・公的機関発行の資格証明書
・会社の身分証明書
・学生証
※いずれも写真付きのものに限る

【本人確認のための書類一覧表】

KANOYA  CITY
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　２月20日から24日までの５日間、県下全域を舞台に
「第57回県下一周市郡対抗駅伝競走大会」が開催さ
れ、12チームが熱い戦いを繰り広げました。
　大隅半島を走る大会４日目は、霧島市からゴールと
なるリナシティかのや前までの全10区間でタスキがつ
ながれ、地元肝属チームは、沿道に並んだ大勢の市民
の声援を受けながら、日間３位でゴール。市民の目の
前で、地元入りの意地を見せました。５日間総合では、
鹿児島チームが15回目の優勝。肝属チームは総合８位
となり、前回大会から一つ順位を落としましたが、肝属
地区の代表として全力で走り抜けていました。

　１月31日に霧島市で行われた
「第23回鹿児島県地区対抗女子
駅伝競走大会」で優勝した肝属
チームが、２月26日、市役所を表
敬訪問しました。大会は、６区
間21.0975㎞のコースで開催。同
チームは見事なチームワークを見
せ、見事２年ぶり６回目の優勝を
飾りました。選手たちは「来年も
優勝に貢献できるように頑張りた
い」と決意を話してくれました。

「県下一周駅伝」肝属チームが力走

ま  ち  の  話  題

　２月14日、大隅広域公園周辺で「第16回美
うましさと

里あい
ら心わくわくウォーキング大会」が開催されました。
　この大会は、ウォーキングを通じて心と身体の健
康作りに役立ててもらおうと毎年行われているもの
で、当日は市内外から約500人が参加。ウォーキン
グは５㎞と８㎞のコースで行われ、参加者は「美里
あいら」の自然を楽しみながら思い思いのペースで
歩き、さわやかな汗を流していました。
　また、コースの途中に設置された黒羽子観光農園
のイチゴの試食コーナーでは、甘いイチゴをおいし
そうにほおばっていました。

　２月７日、串良町で「第52回串良町内一周駅伝大
会」が開催されました。
　この大会は、社会体育の普及や推進、健康増進な
どを図るとともに、市民の親睦を深めることを目的
に毎年行われているもので、全11区間24.7㎞のコー
スに10チームが参加。選手たちは、沿道の大声援を
背に、タスキをつなぎながら「ふるさと串良路」を
駆け抜けていました。各部の優勝は次のとおり。
小学生の部＝串良ファイターズ
中学生の部＝上小原中野球部
一 般 の 部＝洗心保育園

吾平

高校生ミュージカル「ヒメとヒコ」に称賛の拍手

　２月13日・14日の２日間、リナシティかのやで、高校生ミュージカル「ヒメ
とヒコ～ある王の物語～」が上演されました。
　このミュージカルは、1,500年前の大隅と奄美を舞台に展開される、笑いあり
涙ありの創作ミュージカルで、昨年８月に行われた奄美大島公演に引き続き、
今回で４回目の公演。舞台には、公募で集まった高校生11人のほか、鹿屋女子
高校音楽部、国分中央高校ダンス部、奄美大島の大島高校新体操部と奄美高校
郷土芸能部が出演。公演では、高校生の表情豊かな演技や躍動感あふれる踊
り、美しい歌声が披露されるとともに、プロのミュージシャンが奏でる幻想的
な音楽や効果音が舞台に華を添え、訪れた観客を感動の渦に巻き込みました。
　上演終了直後には、伊藤県知事、朝山奄美市長、嶋田鹿屋市長から舞台の出
演者に花束が手渡され、満員の会場は称賛の拍手に包まれていました。

　２月10日から15日にかけて、高須町沖の錦
江湾で「ＪＳＡＦ（日本セーリング連盟）
2010年度ナショナルチーム選考レース」が開
催されました。
　このレースは、今年のヨットの日本代表
チームを選考する大会で、鹿屋が開催地に選
ばれたのは、強い風が吹くことが決め手と
なったもの。５日間にわたって、日本のトッ
プクラスの選手が激しいレースを繰り広げ、
６艇種８種目26人の2010年度ナショナルチー
ムが決定しました。

　２月22日、全国商業高等学校協
会主催の検定試験で素晴らしい成
果を上げた鹿屋女子高校の生徒
が、市役所を表敬訪問しました。
　同検定試験は、就職・進学の際
に高く評価されている資格で、同
校では、１人が全８種目で、10人
が７種目で１級を取得し、この結
果は県内でも最高の快挙。生徒た
ちは「資格を生かして夢を実現し
たい」と話してくれました。

鹿屋全国商業高等学校協会の
検定試験で快挙

串良吾平の自然を楽しみながら
ウォーキング ふるさと串良路を駆け抜ける

県地区対抗女子駅伝で
肝属チームが優勝

ヨットのナショナルチーム選考レースが開催
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日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

2010 4月
日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2010 3月

2月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 144 295,076 618,000 132,000 258
去勢 174 371,345 664,000 148,000 297

吾平地区
めす 52 287,019 700,000 121,000 260
去勢 61 411,016 576,000 278,000 304

串良地区
めす 195 295,882 634,000 69,000 258
去勢 224 375,281 581,000 17,000 290

輝北地区
めす 82 301,646 600,000 147,000 274
去勢 100 413,400 554,000 202,000 302

●日　　時　５月８日（土）８時～受付
　　　　　　※雨天決行
●場　　所　輝北うわば公園（輝北町市成）
●種　　目　○中学女子＝２㎞　○一般男子＝３㎞
　　　　　　○中学男子＝３㎞　○一般＝８㎞
　　　　　　○高校・一般女子＝３㎞
　　　　　　○高校・一般男子＝５㎞
　　　　　　○ファミリーの部＝ 1.2 ㎞
　　　　　　○グループの部＝ 1.5 ㎞
●登録資格　○ファミリーの部は、２人以上の家族
　　　　　　○グループの部は、３人以上のグループ
　　　　　　※両種目とも年齢制限はありません。
●登 録 料　○一般＝ 2,000 円
　　　　　　○中学生・高校生＝ 1,000 円
　　　　　　○ファミリーの部＝１人 200 円
　　　　　　○グループの部＝１人 200 円
　　　　　　※参加賞として特産品等があります。

●応募方法　 市民スポーツ課・各総合支所・出張所等に
置いてある登録申込書に必要事項を記入
し、必ず切手を貼ってご応募ください。

　　　　　　※ 申込書を入手できない場合は、送付しま
すので事務局へご連絡ください。

　　　　　　※ ファミリーの部及びグループの部のみ複
写でも可

●応募期限　４月８日（木）必着
●留意事項　○ １枚の申込書で、多種目登録はできませ

ん。
　　　　　　○ 申込後の不参加及び悪天候などにより大

会中止の場合は、登録料の払い戻しはし
ません。

　　　　　　○定員になり次第締め切ります。
【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0201　鹿屋市輝北町上百引 2635 番地
　南日本クロスカントリー大会 INきほく大会事務局
　（輝北教育支所教育課内）　☎ 099-486-0303

第22回
南日本クロスカントリー大会 INきほく参加者を募集

情報掲示板

ま  ち  の  話  題

　２月28日、串良公民館別館大
ホールで「平成21年度串良地域市
民講座閉講式・生涯学習成果発表
会」が開催されました。
　発表会では、市民講座の受講生
が、これまで学んできた和太鼓や
舞踊などを発表し、訪れた約200
人の観客から多くの拍手が送られ
ていました。また、２月28日から
３月７日まで、陶芸や生け花など
の展示発表も行われました。

　２月７日、湯遊ランドあいら
で、「平成21年度吾平地域市民講
座閉講式及び学習成果発表会」が
開催されました。
　舞台発表では、太極拳やフラダ
ンスなどの講座生が１年間に学習
した成果を披露し、約170人の観
客から大きな拍手が送られていま
した。また、２月５日から７日ま
で、陶芸や絵画などの展示発表が
行われ多くの人が訪れました。

　２月11日、市文化会館で「平成
21年度鹿屋市生涯学習大会」が開
催されました。
　当日は、社会教育功労者などの
表彰が行われたほか、テレビコメ
ンテーターなどで活躍する加藤タ
キさんによる講演が行われ、参加
者は、講師の話に興味深く耳を傾
けていました。また、中央公民館
では陶芸や生け花などの展示も行
われ、多くの人でにぎわいました。

　２月26日、大相撲の陸奥部屋へ
入門する八

や

藤
とう

秀幸さん（鹿屋中
３年）と陸奥親方（元大関霧島）
が、市役所を表敬訪問しました。
　八藤さんは、身長186㎝、体重
80㎏と素晴らしい体格。嶋田市
長から「目標を持って頑張ってほ
しい」と激励された八藤さんは、
「親方に憧れて入門を決めた。親
方みたいになれるように頑張りた
い」と抱負を話してくれました。

社会教育功労者等を表彰

　２月21日、串良町細山田で「山宮神社春祭り」が開催されました。
　400年以上の歴史を持つ山宮神社春祭りに奉納される芸能は、「正
月踊り・かぎ引き・田打ち」の３つの芸能で構成されており、県の無
形民俗文化財にも指定されています。
　当日は、堂園、馬掛、生栗須棒踊り保存会の
「正月踊り（棒踊り）」が奉納されたほか、雄鉤
と雌鉤を引き合う「かぎ引き」や、太郎と次郎に
扮する神官が模型の牛に木製のワタイモガを引か
せユーモラスに田をならす動きをする「田打ち」
が奉納され、詰め掛けた多くの見物客が、歴史の
ある伝統文化を堪能していました。

吾平

Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

串良

串良
山宮神社春祭りで伝統文化を堪能

串良で市民講座の
成果を発表

吾平で市民講座の
学習成果を披露

鹿屋 大相撲の
「陸

みち の く

奥部屋」へ入門

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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は
、
鹿
屋
航
空
基
地
と
市
民
の

歴
史
を
再
認
識
し
、
お
互
い
の

関
係
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、

「
基
地
と
大ま

ち隅
〜
そ
の
真
実
〜
」

と
題
し
て
新
た
な
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

当
時
の
第
二
十
二
海
軍
航
空

廠し
ょ
うや
第
五
航
空
艦
隊
司
令
部
な

ど
に
献
身
さ
れ
た
女
子
挺
身
隊

の
活
躍
、昭
和
20
年
３
月
18
日
・

19
日
の
鹿
屋
空
襲
、
旧
野
里
小

学
校
に
駐
留
の
特
攻
隊
員
と
の

交
流
な
ど
の
写
真
や
資
料
、
体

験
談
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
直
接

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

市
防
衛
協
会
青
年
部
事
務
局

（
鹿
屋
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９
４-

42-

３
１
３
５

「
多
文
化
体
験
サ
ロ
ン
〜

世
界
の
臭く

さ

い
を
食
べ
よ
う

〜
」
の
参
加
者
を
募
集

　

世
界
の
珍
し
い
食
べ
物
の
中

で
、
強
烈
な
に
お
い
で
有
名
な

も
の
を
体
験
す
る
「
多
文
化
体

験
サ
ロ
ン
〜
世
界
の
臭
い
を
食

べ
よ
う
〜
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
、

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

　

第
一
回
＝
４
月
４
日
（
日
）

14
時
〜
15
時
30
分

　

第
二
回
＝
４
月
18
日
（
日
）

14
時
〜
15
時
30
分

●
内
容

　

第
一
回
＝
フ
ル
ー
ツ
の
王
様

「
ド
リ
ア
ン
」
の
独
特
な
香

り
と
女
王
様
「
マ
ン
ゴ
ス
チ

ン
」
の
上
品
な
食
味
を
体
験

し
ま
す
。

　

第
二
回
＝
世
界
一
臭
い
と
言

わ
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
魚
の
缶
詰
「
シ
ュ
ー
ル
ス

ト
レ
ミ
ン
グ
」
を
体
験
し
ま

す
。

●
参
加
費

　

小
学
生
以
上
＝
４
０
０
円

　

小
学
生
未
満
＝
無
料

●
定
員
＝
各
40
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

45-

３
２
８
８

平
成　

年
度
春
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
を
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
開
発

途
上
国
で
協
力
活
動
に
参
加
を

希
望
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
４
月
１
日（
木
）

〜
５
月
17
日
（
月
）

●
体
験
談
及
び
説
明
会
日
程

○
日
時
＝
４
月
11
日
（
日
）　

14
時
〜

○
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

２
階
情
報
研
修
室
Ａ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

☎
０
９
３-

６
７
１-

８
３
４
９

戦
前
戦
中
（
昭
和　

年
〜

　

年
）
の
写
真
や
体
験
談

な
ど
を
募
集

　

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
で

農
研
春
祭
り
「
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
」
の
参
加
者

を
募
集

　

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
活
動
紹
介
や
地
域
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
農
研

春
祭
り
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し

物
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
も

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
10
日
（
土
）　

９
時
〜
16
時　

※
雨
天
決
行

●
場
所
＝
市
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー

●
種
目
＝
7.6
㎞
コ
ー
ス

●
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●
参
加
料
＝
１
人
１
，
５
０
０

円
（
保
険
料
・
昼
食
代
含
む
）

※
２
人
以
上
の
団
体
は
団
体
割

引
あ
り

●
応
募
方
法
＝
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

料
を
添
え
て
直
接
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
３
月
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
等
指

定
管
理
者
㈲
樹

☎
０
９
９
４-

43-

９
２
９
２

平
成　

年
度
温
泉
保
養
所

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

●
助
成
内
容
＝
対
象
者
１
人
に

対
し
て
、
１
回
の
利
用
に
つ

き
１
０
０
円
を
助
成
す
る
温

泉
保
養
所
利
用
券
（
24
枚
綴

り
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65

歳
以
上
の
人

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65

歳
未
満
の
人
で
、
健
康
回
復

の
た
め
に
温
泉
保
養
を
必
要

と
す
る
医
師
の
証
明
が
あ
る

人
※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人
も

申
請
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所
＝
市
健
康
保
険

課
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、
各
出
張
所

●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
身
分

を
証
明
で
き
る
も
の
（
健
康

保
険
証
又
は
運
転
免
許
証

等
）、
印
鑑
（
認
印
可
）

※
代
理
人
が
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
代
理
人
の
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険

証
又
は
運
転
免
許
証
等
）
と

代
理
人
の
印
鑑
（
認
印
可
）

が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
間
＝
３
月
26
日（
金
）

〜
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
健
康
保
険
課

（
１
階
⑥
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
２

平
成　

年
度
鹿
屋
市
中
小

企
業
合
同
入
社
式
・
研
修

講
座
参
加
者
を
募
集

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
市

内
の
中
小
企
業
に
入
社
し
た
新

入
社
員
の
門
出
を
祝
う
合
同
入

社
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
、
社
会
人

と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
マ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
講

座
も
行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
８
日
（
木
）

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

●
内
容
＝
合
同
入
社
式
、
研
修

講
座

●
受
講
料
＝
無
料

●
応
募
期
限
＝
４
月
１
日（
木
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
二
課

☎
０
９
９
４-

42-

３
１
３
５

22

2222

11

20

募
集
・
申
請

施設名 所在地 電話番号
農業研修センター 札元１丁目 21-7 ☎ 0994-43-9292
串良農村環境改善センター 串良町上小原 2619-1 ☎ 0994-63-1041
大姶良食品加工実習センター 田渕町 987-2 ☎ 0994-48-2999
高須食品加工実習センター 高須町 1526-1 ☎ 0994-47-3103
野里食品加工実習センター 野里町 3614 ☎ 0994-40-3234
花岡食品加工実習センター 花岡町 4296-2 ☎ 0994-46-2798
向江食品加工実習センター 向江町 29-1 ☎ 0994-43-4640
はらいがわふれあいセンター 祓川町 4517-1 ☎ 0994-43-8713
特用林産物出荷加工センター 上高隈町 262-1 ☎ 0994-45-2030
鶴峰地区生活改善センター 吾平町上名 531 ☎ 0994-58-6272
吾平地区生活改善センター 吾平町麓 3567-1 ☎ 0994-58-7191
下名地区生活改善センター 吾平町下名 72-1 ☎ 0994-58-8836
神野地区生活改善センター 吾平町麓 5791-1 ☎ 0994-58-7003

●登録条件
○市内在住又は勤務している人で構成
する５人以上のグループ

○スポーツ障害保険に加入している人
●食品加工品目
　みそ、焼肉のたれ、ドレッシング、
めんつゆ等

●施設利用料
　１時間当り 400 円
※登録方法、利用方法など詳しくは、
各加工施設又は市農業研修センター
にお問い合わせください。

　市では、食品加工実習センター等の利用者を募集しています。センターを利用するには登録が必要です。登
録は年間を通して行っていますので、ぜひ、ご利用ください。

●各加工施設等の名称・連絡先等

【問い合わせ・応募先】市農業研修センター等指定管理者㈲樹　☎ 0994-43-9292

食品加工実習センター等の利用者を募集
　地域住民の皆さんの通院や買物などの利便性の向上を図るため、４月
１日 ( 木 ) からバス停留所を新設します。
　ぜひ、ご利用ください。

【問い合わせ】市企画調整課（３階）☎ 0994-31-1125

バス停留所「三原入口」及び「桟敷ヶ尾」を新設しますバス停留所「三原入口」及び「桟
さ じ き が お

敷ヶ尾」を新設します

Information
情報掲示板

女子挺身隊通信隊

●停留所名＝「桟敷ヶ尾」停留所
●場所＝ 有武町公民館から市道古里有武線を鳴之尾

牧場方向へ約 300m（有武町）
●時刻表
主な
停留所

鹿屋行き 小薄行き
第１便 第２便 第３便 第１便 第２便 第３便

小薄 6:59 9:17 14:00 8:48 13:52 18:22
桟敷ヶ尾 7:03 9:21 14:04 8:44 13:48 18:18
花岡 7:24 9:42 14:15 8:33 13:27 17:57
体育大前 7:29 9:47 14:20 8:28 13:22 17:52
慰霊塔前 7:42 10:00 14:29 8:19 13:09 17:39
鹿屋 7:51 10:09 14:38 8:10 13:00 17:30

主な
停留所

鹿屋行き 百引行き
第１便 第２便 第３便 第１便 第２便 第３便

百引 6:45 11:37 14:37 9:05 14:30 18:30
竹下 6:56 11:48 14:48 8:54 14:19 18:19
三原入口 7:01 11:53 14:53 8:49 14:14 18:14
高隈 7:08 12:00 15:00 8:42 14:07 18:07
上祓川 7:19 12:11 15:11 8:31 13:56 17:56
鹿屋 7:35 12:27 15:27 8:15 13:40 17:40
※鹿屋行き第 2・3便と百引行き第 1便は日祝運休です。

●停留所名＝「三原入口」停留所
●場所＝ 県道 551 号線沿いの三原地区入口（輝北町

下百引と大崎町の境界付近）
●時刻表

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



2021

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

き
み
去
り
し
の
ち　
　
　

重
松
清
著

真
綿
荘
の
住
人
た
ち　

島
本
理
生
著

真
昼
の
花
火　
　
　
　
　

吉
村
昭
著

象
牙
色
の
賢
者　
　
　

佐
藤
賢
一
著

竜
の
涙
〜
ば
ん
ざ
い
屋
の
夜
〜

　
　

柴
田
よ
し
き
著

僕
の
明
日
を
照
ら
し
て　
　

瀬
尾
ま
い
こ
著

教
室
の
亡
霊　
　
　
　

内
田
康
夫
著

ゆ
う
れ
い
パ
テ
ィ
シ
エ
事
件　
　

斉
藤
洋
作

ジ
ャ
ン
グ
ル
め
が
ね　

筒
井
康
隆
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｓ　
　
　
　

石
田
衣
良
著

化
身　
　
　
　
　
　
　

宮
ノ
川
顕
著

子
ど
も
が
変
わ
る
「
じ
ぶ
ん
ル
ー
ル
」

の
育
て
方
２　
　
　

高
取
し
づ
か
著

わ
た
し
の
バ
ラ
庭
づ
く
り

後
藤
み
ど
り
著

保
存
食
の
基
本
と
習
慣

黒
田
民
子
監

ゴ
ム
あ
た
ま
ポ
ン
た
ろ
う

長
新
太
作

お
こ
る　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

体
温
を
上
げ
る
と
健
康
に
な
る

齋
藤
真
嗣
著

読
め
ま
す
か
？
小
学
校
で
習
っ
た
漢

字　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
誠
著

運
命
の
人
３　
　
　
　

山
崎
豊
子
著

だ
る
ま
の
マ
ー
く
ん
と
は
い
た
の
お

ば
け　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢
正
作

完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
！

三
沢
直
子
監

く
ろ
く
ん
と
な
ぞ
の
お
ば
け

な
か
や
み
わ
作

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

余
命
ゼ
ロ
を
生
き
る　

佐
藤
由
美
著

あ
と
５
年
で
中
国
が
世
界
を
制
覇
す

る　
　
　
　
　
　
　
　

副
島
隆
彦
著

し
が
み
つ
か
な
い
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ
著

や
っ
た
ね
、
ジ
ュ
リ
ア
ス
君

　
　
　

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ミ
ル
ズ
作

あ
っ
ち
ゃ
ん
と
ブ
ッ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
こ
み
ち
作

ぽ
ん
ぽ
ん
ポ
コ
ポ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史
作

と
っ
て
く
だ
さ
い　
　

福
知
伸
夫
作

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
追
悼
式
の
お

知
ら
せ

　

太
平
洋
戦
争
で
、
特
別
攻
撃

隊
と
し
て
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基

地
か
ら
出
撃
さ
れ
た
戦
没
者
を

慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
３
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
12
時

●
場
所
＝
小
塚
公
園
慰
霊
塔
前

広
場
（
今
坂
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

市
福
祉
政
策
課

（
１
階
⑲
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
３
２

児
童
手
当
の
認
定
請
求
に

つ
い
て

　

鹿
屋
市
か
ら
転
出
し
た
場

合
、
鹿
屋
市
で
の
児
童
手
当
の

受
給
資
格
は
消
滅
し
ま
す
。

　

新
し
い
住
所
地
で
児
童
手
当

を
受
け
る
に
は
、
そ
の
住
所
地

へ
転
入
し
て
か
ら
15
日
以
内
に

転
入
先
の
市
町
村
で
「
認
定
請

平
成　

年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
等

程
度
）
の
受
験
者
を
募
集

●
募
集
職
種

①
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

②
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

③
国
税
専
門
官
採
用
試
験

④
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

⑤
法
務
教
官
採
用
試
験

●
受
付
期
間

①
４
月
１
日（
木
）〜
８
日（
木
）

②
４
月
12
日（
月
）〜
21
日（
水
）

③
４
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

※
④
⑤
は
③
に
同
じ

●
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法
＝

請
求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き

し
た
封
筒
に
、
あ
て
先
と
請

求
す
る
試
験
名
を
明
記
し

１
４
０
円
分
（
国
税
専
門
官

に
つ
い
て
は
１
２
０
円
）
の

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先
】

〒
８
１
２-

０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２

-

11-

１

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

助
成
期
間
は
、
３
月
31
日
ま
で

で
し
た
が
、
助
成
期
間
を
延
長

し
ま
す
。

●
助
成
期
間
＝
４
月
30
日（
金
）

ま
で

※
鹿
屋
市
・
東
串
良
町
・
肝
付

町
以
外
の
受
託
医
療
機
関
で

接
種
し
た
場
合
の
払
い
戻
し

申
請
も
同
様
で
す
。

●
接
種
費
用

○
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税

非
課
税
世
帯
＝
無
料

○
市
民
税
課
税
世
帯

　

１
回
目
＝
１
，
６
０
０
円

　

２
回
目
＝
１
，
５
５
０
円

※
２
回
目
を
１
回
目
と
異
な
る

医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

は
、
２
，
６
０
０
円
で
す
。

※
平
成
22
年
度
に
中
高
生
に
な

る
人
が
４
月
１
日
以
降
に
接

種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新

た
に
予
診
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

　

映
画
「
海
の
金
魚
」 

●
上
映
期
間
＝
３
月
13
日（
土
）

〜
４
月
２
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
１
６
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑

賞
料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
３
月
18
日
（
木
）、
リ
ナ
シ

ア
タ
ー
は
保
守
点
検
の
た
め

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

㈱
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４-

35-

１
０
０
１

求
」
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
15
日
を
過
ぎ
て
か
ら

手
続
き
を
行
う
と
、
受
給
対
象

外
と
な
る
月
が
発
生
す
る
（
減

額
さ
れ
る
）場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
務
員
は
、
勤
務
先

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
子
育
て
支
援
課

（
１
階
⑱
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
４
２
・
３
１
４
３

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

高
齢
者
生
き
が
い
学
習
講

座
成
果
発
表
会
及
び
福
祉

講
演
会
を
開
催

●
日
時
＝
３
月
27
日
（
土
）　

13
時
30
分
〜
16
時
20
分

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

３
階
ホ
ー
ル

●
内
容

○
高
齢
者
生
き
が
い
学
習
講
座

成
果
発
表
会

　

舞
台
発
表
の
部
＝
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど

　

展
示
発
表
の
部
＝
水
墨
画
、

書
道
、
生
花

※
展
示
発
表
は
３
月
27
日（
土
）

か
ら
30
日
（
火
）
ま
で
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
い
ま
す
。

○
福
祉
講
演
会

　

演
題
＝
人
生
笑
い
が
一
番

　

講
師
＝
深
川 

真
里 

氏

●
参
加
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
９
４-

44-

２
２
７
７

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

見
直
し
の
お
知
ら
せ

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
障
害

者
雇
用
納
付
金
制
度
が
７
月
１

日
（
木
）
よ
り
段
階
的
に
変
わ

り
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
、
常
用
雇
用

労
働
者
数
２
０
１
人
以
上
の
全

て
の
事
業
主
が
障
害
者
雇
用
納

付
金
の
申
告
・
納
付
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
雇

用
率
の
算
定
基
礎
と
な
る
労
働

者
数
と
雇
用
障
害
者
に
週
労
働

時
間
20
時
間
以
上
30
時
間
未
満

の
短
時
間
労
働
者
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
雇
用
支
援
協
会

☎
０
９
９-

２
１
９-

２
０
０
２

22

お
知
ら
せ

新
刊
図
書
の
案
内

【問い合わせ】鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5123

●口座振替で毎月納付する場合
　口座振替で、通常の「翌月末引落し」と「早割（当月末引落し）」があり、「早割」の場合毎月 50円の割引となります。

　平成 22 年度の国民年金保険料は月額 15,100 円となりますが、国民年金保険料には、一括納付書によ
る前納や口座振替など、支払方法によって割引される制度があります。
　ぜひ、ご利用ください。

毎月納付

6か月前納

1年前納

毎月納付

6か月前納

1年前納

●国民年金保険料 ●付加保険料を加算した場合

15,100 円× 12 回＝ 181,200 円

89,860 円× ２ 回＝ 179,720 円

177,980 円

15,500 円× 12 回＝ 186,000 円

92,240 円× ２ 回＝ 184,480 円

182,690 円

1,480 円
の割引

3,220 円
の割引

1,520 円
の割引

3,310 円
の割引

平成 22年度
国民年金保険料は
月額 15,100 円

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

Information
情報掲示板

国民年金保険料には割引制度があります

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）
３月 14 日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 40-1811

21 日 はしき歯科医院 寿７丁目 40-4184
22 日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
28 日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

４月４日 ひらおか歯科 新川町 41-3060
11 日 平田歯科医院 古前城町 43-2476
18 日 松下歯科 北田町 43-4182

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２-４０００
　（平日） イベント等を案内
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

３月・４月の休日救急当番医

◇鹿屋市歯科医師会　診療時間　午前９時～午後３時

３月・４月の歯科休日急患在宅医

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、
翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。原
則として、投薬期間は通常１日分とします。

◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）

３月 14 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
山路医院 東串良町池之原 63-2134

21 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
児玉医院 東串良町川東 63-8522

28 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

４月４日
小野医院 肝付町前田 65-2314
岩重医院 東串良町川東 63-8514

11 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

18 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時30分～午後６時
月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

３月 14 日
　  伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
　  こだま小児科 笠之原町 41-5111
　  鮫島整形外科病院 寿１丁目 43-2535

21 日
　  吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
　  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
　  たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

22 日
　  中塩医院 西原１丁目 43-2489
　  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
　  小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

28 日
　  福田病院 寿３丁目 43-4191
　  やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
　  村上整形外科医院 今坂町 41-2511

４月４日
　  みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
　  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
　  小林クリニック 上谷町 41-0700

11 日
　  園田クリニック 旭原町 43-8181
　  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
　  大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

18 日
　  長﨑内科 笠之原町 43-2195
　  やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
　  徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119
…内科　　　…小児科　　　 …外科内○ ○外○小

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３-０１１９
　（平日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

期　間　３月 27日（土）～４月 11日（日）
場　所　串良平和公園
内　容　①歩行者天国
　　　　　４月２日・３日　19:00 ～ 21:00
　　　　　４月４日　　　　 8:00 ～ 21:00
　　　　②夜桜ちょうちんの設置・ライトアップ
　　　　　３月 27日（土）～４月 11日（日）
　　　　　18:00 ～ 22:00
　　　　③４月４日（日）のイベント
　　　　　 8 :30 ～　  ジョギング大会
　　　　　11:00 ～　桜まつりお花見弁当コンクール
　　　　　13:00 ～　大隅肝属地区消防組合音楽隊パレード
　　　　　13:30 ～　桜まつり特製お菓子のつかみ取り
　　　　　　　　　　（２回目は 16:00 ～）
　　　　　14:00 ～　長なわとび大会

【問い合わせ】　くしら桜まつり実行委員会
　　　　　　　（串良総合支所産業振興課内）
　　　　　　　☎ 0994-63-3114　

Information
情報掲示板

　３月 12日から４月 30日までに串良平和公園で撮
影した桜を対象に「桜まつり写真コンテスト」を行
います。ぜひ、ご応募ください。
●応募期限　5月 31日（月）
●応募方法　 実行委員会までお問い合わせください。

桜まつり写真コンテスト

’10

くしら桜まつり

2223

鹿屋市白崎町 21番１号
TEL 0994-44-2190（代）  

焼酎造りは麹の出来がそのまま
味の出来につながります。昔一
般的に使われていた黒麹を使っ
て造られたのがこの「大海黒麹」
です。
独特のふっくらした香りと、濃
厚なコクのある味わいは本格的
に芋焼酎を愛する方におすすめ
です。

芋
焼
酎
が
ま
だ
地
元
の
人
だ
け
に

飲
ま
れ
て
い
た
頃
の
製
法
を
再
現

取得へ! 学科会場：西原地区学習センター実技会場：古江港

マリンスクール鹿屋海技
実
技

学
科

2 0 t 未 満  
距離無制限

試験免除

実技講習は
ありません。

水上バイク
（特殊小型）免許

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

船舶免許更新・失効講習会
　　　　　　　　　　　会場：西原地区学習センター

進級
コース 44,000円

74,600円
代表　重信 良広

1級・2級1級・2級 水上バイク
（特殊小型）
水上バイク
（特殊小型）

4/16㊎ 電話にて
日程を確認
ください。

＊写真2枚
 （パスポートサイズ）
＊船舶免許夕６：30～7：30

学
科

の日中
 2時間の午前9時～ か 午後1時～

朝9:00～
　夕5:00

昼1:00～
　夜9:00

夕6:00～土

日

昼1:00～
　夜9:00

夕6:00～土

日

夕6:00～土 昼1:00～
　夜9:00日

4/24㊏
4/25㊐

2時間
取得!!
2時間
取得!!

実技含めて
4日間で
取得!!

実技含めて
4日間で
取得!!

実技含めて
土・日で取

得!!実技含めて
土・日で取

得!!

1級 148,200円
20t未満
距離 無制限

20t未満
距離 ５海里

学
科
学
科

実 技

4/17㊏・18㊐

4/17㊏・18㊐

4/17㊏

4/24㊏・25㊐ 4/24㊏・25㊐

124,700円2級
コース

コ ー ス

1級 2級コ
ー
ス

コ
ー
ス

ボート免許ボート免許

おかげさまで創業70年
続くことにはワケがある
ヒューマン印刷に徹して70年
確かな技術とサービスがあります

さらに、共に、どこまでも

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

　
　

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



今月の表紙
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No.51

探
屋
鹿

訪

広報かのや　
人口と世帯数
平成 22 年２月１日現在

対前月比
総　数 105,053 人　（＋ 27）
男 49,812 人　（＋ 20）
女 55,241 人　（＋ 7）
世帯数 45,240 世帯（＋ 39）

面　積　448.33 ㎢

市の花「ばら」

　

鎌
倉
時
代
末
期
と
推
定
さ
れ
る
肝
付
家
主
流

の
納の
う

骨こ
つ

宝ほ
う

塔と
う

を
中
心
に
、
外
に
宝
塔
1
基
、
五

輪
塔
7
基
、
不ふ

完か
ん

形け
い

の
五
輪
塔
が
多
数
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
納
骨
宝
塔
に
は
塔
心
の
正
面
と
右

側
面
に
薬や
く
し
に
ょ
ら
い
ぞ
う

師
如
来
像
、
左
側
面
に
烏え

帽ぼ

子し

水す
い

干か
ん

姿す
が
たの
合が
っ
し
ょ
う
じ
ん
ぶ
つ
ぞ
う

掌
人
物
像
が
刻
出
さ
れ
て
い
て
、
県
内

で
も
類
例
が
な
く
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。

昭
和
57
年
1
月
22
日
に
旧
串
良
町
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
７

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～

 　　　　　　概ね16時５分～

 ●放 送 日＝毎週月曜日から

 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

串良町有里

㊧堀元     結
ゆ う あ

愛ちゃん（1歳） 
㊥　　     竣

しゅんた

太くん（3歳） 
㊨　　     颯

ふう た

太くん（4歳） 
札元 1丁目

いつまでも3人仲良くね !（父と母より）

中郷
ホタルの里

古石塔群

中郷自治公民館

串良ふれあいセンター

串良総合支所

国道220号線 宮下交差点

㊧本倉     愛
あ い り

莉ちゃん（5歳） 
㊨　　     拓

た く む

歩くん（1歳） 
串良町上小原

二人仲良く大きくなってね。（父母）　大隅半島に点在する古墳を
モチーフに、古代の大隅ハヤ
トと奄美大島との交流を物語
の中心に据え創作された高校
生ミュージカル「ヒメとヒコ」。
　今回公演では、前売券が発
売早々に完売するなど、鹿屋
の文化ブランドとしても着実
に認知されつつあります。今
回の舞台では、最新の照明機
材や新曲が投入されるととも
に、大隅の高校生たちだけで
なく、奄美大島からの高校生
たちも出演するなど、さらに
パワーアップした「ヒメとヒ
コ」が実現し、大きな感動を
巻き起こしました。

（関連記事Ｐ14）

中な
か
ん
ご
う郷
の
古
石
塔
群

㊨松下     博
ひ ろ か

圭くん（1歳） 
打馬２丁目

㊧坂口     響
ひびき

くん（5か月） 　   上谷町
いとこ同士、仲良く遊んで大きく
育ってね。「上谷のじいじ・ばあば」
より

植
村　

天て
ん
せ
い晴

く
ん（
１
歳
）

     

輝
北
町
市
成

今
年
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
天
晴
く
ん
。
元

気
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ネ
（
父
・
母
）


